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５．研究計画の概要（800 字以内でご記入ください。計画調書に記載した「研究計画」から変更があ

る場合、変更内容が分かるように記載してください。） 

＜研究目的＞  
地震ハザード評価のための震源モデルの動力学的展開を行う。これまでの観測強震データの再現を

重視する現実的な震源モデル構築の解析研究に、物理機構に基づく断層破壊の動力学的シミュレーシ

ョン研究を積極的に取り込んだ震源モデル構築を推進する。また、調査および共同研究推進のための

会合を通じて、国際的な研究基盤を構築する。 
＜研究の意義＞  

現在の地震ハザード評価の震源モデルは、想定した平面断層領域上に破壊パラメタの不均質分布を

想定することで構築され、パラメタの平均値とバラつきには解析研究で蓄積された統計が反映されて

いる。しかし、断層形状等の情報を実際に考慮して動力学的観点から本当に起こり得る地震破壊シナ

リオを拘束するには至っていない。本研究課題では、まず、断層破壊の動力学的理論研究・波形解析

に基づく運動学的震源モデル研究・活断層等の断層幾何形状の野外調査研究のハザード評価研究にお

ける共通点を見いだすことを第一の意義とする。次に、地震ハザード評価モデル構築で特に重要とな

るすべり速度時間関数に焦点を当て、動力学研究から拘束を与えたより現実的な地震破壊シナリオを

提示することを第二の意義とする。 
＜研究計画＞  

本研究課題の第一の意義である、動力学的震源モデル研究・運動学的震源モデル研究・断層幾何形

状の野外調査研究の共通点を探求するため、初年度は、2008 年岩手・宮城内陸地震で地表に現れた

断層を共同研究対象として選び、研究会議と現地踏査を行う。また、本研究課題の第二の意義である、

地震ハザード評価のための震源をモデル化し、より現実的な地震破壊シナリオの提示に資するため、

「すべり速度時間関数」と「動力学的震源モデルによる強震動予測」に関する、重点的な議論を行う。 
 



６．研究成果の概要 （図を含めて１~2 頁で記入してください。） 
 

キーワード（3-5 程度）：動力学的震源モデル、すべり速度時間関数、断層幾何、 
地震ハザード評価、2008 年岩手・宮城内陸地震 

 
平成 25 年度は研究計画通り、2008 年岩手・宮城内陸地震で地表に現れた断層を共同研究対象とし

て、研究会議と現地踏査を行った。また、地震ハザード評価のための震源をモデル化し、より現実的

な地震破壊シナリオの提示に資するため、「すべり速度時間関数」と「動力学的震源モデルによる強

震動予測」に関して重点的に議論を行った。 
2008 年岩手・宮城内陸地震は、地震ハザード評価にとって取扱いが困難な、極大地震動が観測さ

れたことに加え、活断層の有無および断層幾何形状に関する研究が活発に行われている。また、地球

物理学的・地質学的な観測記録が豊富であることから、多角的な検討が可能な題材である。例えば、

震源の素過程の研究 (Ando and Okumura, 2010)、断層幾何形状を反映した震源インバージョン 
(Asano and Iwata, 2009, 2010)、短周期震源輻射過程  (中原 , 2010)、共役断層の存在可能性 
(Fukuyama, 2009)、半無限媒質中の動的コードの開発 (Hok and Fukuyama, 2011)、震源極近傍強

震動の再現 (Aochi et al., 2012) 等である。 
研究会議と現地踏査は、2013 年 7 月 9 日から 11 日にかけて実施した。現地踏査に関して、活断層

（荒砥沢ダム・柧木立・岡山周辺）については東北大学災害科学国際研究所の遠田晋次氏に、荒砥沢

ダムと地すべり崩壊地復旧現場については京都大学防災研究所の後藤浩之氏および栗原地方ダム総

合事務所・宮城北部森林管理署に、KiK-net 一関西観測点については防災科学技術研究所の森川信之

氏に引率と解説を依頼した。いずれも断層幾何形状、上盤効果や震源極近傍強震動など、地震ハザー

ド研究の主要な課題に関わる地点であり、研究への反映方法について議論がなされた。 
研究会議では、断層運動に伴い生成される破壊力を有する強震動パルスに着目し、すべり速度時間

関数および動力学的震源を用いた強震動予測を重点的な検討課題とした。すべり速度時間関数につい

ては、防災科学技術研究所の福山英一氏と東京大学地震研究所の宮武隆氏にレビューを依頼し、関数

の構築概念と数値計算コードの詳細について議論した。動力学的震源を用いた強震動予測について

は、フランス地質調査所の青地秀雄氏と産業技術総合研究所の加瀬祐子氏に近年の研究事例の紹介を

依頼し、地震ハザード評価における動力学的手法の適用に向けて、経験的手法・運動学的手法・擬似

動力学的手法との比較検討が有効であることを確認した。この他、2008 年岩手・宮城内陸地震の震

源破壊過程や、断層幾何を積極的に導入した研究、地震ハザード評価等について議論した。最後に、

国際的な研究動向を共有するため、近年開催された震源に関する複数の国際ワークショップや、動力

学的破壊や地震波伝播の数値計算コードの V & V (Verification and Validation) に関して議論した。 
上記の研究会議の内容を踏まえ、動力学的震源モデルを拘束する指標となる、応力降下 (Miyake, 

2013) および強度降下 (Kame et al., 2013) に関する研究、すべり速度時間関数に関する研究 (宮武, 
2013)、動力学的震源モデルに関する研究 (Aochi and Ide, 2013, 2014; 加瀬, 2013) などが行われて

いる。 
本研究課題は２年計画であるため、平成 26 年度は「震源の階層性」と「短周期地震波」の議論を

重点的に行い、地震ハザード評価のための震源モデルの動力学的展開に向けて 1995 年兵庫県南部地

震を研究対象とすることとした。 
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